
建築確認におけるＢＩＭ活用推進協議会

令和元年度 検討成果報告会

日時 ：2020.8.24（月）13:30 〜16:30

場所 ：建築会館ホール（東京都港区芝5丁目26番20号）

主催 ：建築確認におけるＢＩＭ活用推進協議会

プログラム ：

１ 開会

２ 検討概要 p1

３ サンプルモデルの概要と課題 p9

Aチーム p9

Bチーム p33

−−−−− 休憩 −−−−−

Cチーム p65

４ まとめ p77

５ 質疑応答

６ 閉会

資料



 



建
築
確
認
に
お
け
る
B
I
M
活
⽤
推
進
協
議
会

令
和
元
年
度
検
討
成
果
報
告
会

建築確認における
BIM活⽤推進協議会

令和元年度 検討成果概要
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（１）建築確認におけるBIM活⽤推進協議会について

（２）検討内容

（３）検討結果概要
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（１）建築確認におけるBIM活⽤推進協議会について
（設⽴の⽬的・構成等）

●設⽴の⽬的
・BIMを活⽤した建築確認における課題解決とその普及に向けた活動を継続的に
⾏い、建築確認におけるBIM活⽤を推進

・建築確認申請業務に係る作業の合理化、期間の短縮化など、広く公共の利益、
今後の建築界の健全な発展に寄与

●構成等

・会⻑︓松村秀⼀（東京⼤学⼤学院特任教授）

・会員︓学識経験者 、⾏政 、関係団体 、企業等会員（設計事務所 、ゼネコン 、
住宅メーカー 、指定確認検査機関）

・オブザーバー︓国⼟交通省、建築研究所、ICBA、bSJ、BIMベンダー

・事務局︓⽇本建築⾏政会議 指定機関委員会（BCJ、⽇本ERI）

・BIMモデル作成等︓⽇建設計、⽇本設計、⼤林組、清⽔建設、⽵中⼯務店、

⼤和ハウス⼯業

4
©建築確認におけるBIM活⽤推進協議会 著作権者の許可なく複製、転載、⼆次利⽤等の⾏為を禁⽌する。

建
築
確
認
に
お
け
る
B
I
M
活
⽤
推
進
協
議
会

令
和
元
年
度
検
討
成
果
報
告
会

令和元年度は、以下（１）にかかる検討を中⼼に進めるものとし、検討成果を報告
書としてとりまとめ、協議会として公表する。

(1)BIMモデルを利⽤して作成する確認申請図⾯の標準化を図るため、BIMモデルか
ら作成する建築確認に必要な図⾯表現の標準（以下、「確認図⾯の表現標準」と
いう。）の作成と、種々のBIMソフトウェアにおいて確認図⾯の表現標準を作成
するために必要な⼊出⼒情報を定めるための解説書（以下、「解説書」とい
う。）の作成を⾏い、それらの普及を推進する。

(2)�BIMモデルデータを建築確認の事前審査の際に利⽤する場合に、審査者が使⽤する、確
認審査に適したBIMビューアーソフトウェアの仕様（機能、性能等を定めたもの。以下同
じ。）を策定し、その円滑な開発に向けた環境を整える。

(3)�上記(1)、(2)のほか、これらの共通事項として、法令改正等に伴う解説書・BIMビュー
アーソフトウェア仕様の⾒直しなどの継続的運⽤の確保や、国際情勢の把握と⽇本の情報
発信による国際協調の推進などを⾏う。

（１）建築確認におけるBIM活⽤推進協議会について
（令和元年度 事業計画）
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［一般建築］作業部会 ［戸建住宅等］作業部会

（１）建築確認におけるBIM活⽤推進協議会について
（体制）
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１）総会・理事会

２）検討委員会

３）［⼀般建築］作業部会

［⼀般建築］作業部会では、関係者打合せとして、A,B,C各チーム間打合せ、A,B,Cチーム合同の意匠、
構造、設備担当者間打合せ、指定確認検査機関担当者打合せを複数回開催

４）［⼾建住宅等］作業部会

［一般建築］作業部会

［戸建住宅等］作業部会

（１）建築確認におけるBIM活⽤推進協議会について
（会議等開催経緯）

第１回総 会︓令和元（2019）年7⽉25⽇ ※ －

第１回理事会︓令和元（2019）年7⽉25⽇ ※ 第２回理事会(予定)︓令和2（2020）年3⽉27⽇

①第１回︓令和元（2019）年9⽉26⽇ ※ ②第２回︓令和2（2020）年2⽉10⽇

①第１回︓令和元（2019）年11⽉6⽇ ②第２回︓令和元（2019）年12⽉12⽇

③第３回︓令和2（2020）年1⽉16⽇ ④第４回︓令和2（2020）年2⽉6⽇

①第１回︓令和元（2019）年10⽉23⽇ ②第２回︓令和元（2019）年12⽉2⽇

③第３回︓令和2（2020）年2⽉28⽇ －

※︓昨年10⽉23⽇より前に開催した会議等
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①審査内容の項⽬リストの作成・整理

・審査内容の項⽬リストの作成（確認申請図書において、建築基準法令への適合状況を

確認するための表現項⽬、表現対象図書等要件の整理）

②表現標準の検討

・凡例（意匠、構造、設備）

・図⾯表現（採光・換気・排煙等）

・求積算出⽅法

③BIMモデルの作成（審査内容の項⽬リストの整理と部位等への⼊⼒）

・審査内容の項⽬リストに基づき、部位等を⼊⼒

④試審査⽤確認申請図書の作成・試審査

⑤BIM活⽤課題⼀覧表、課題別検証シートの作成

⑥解説書案の作成

［一般建築］作業部会

［戸建住宅等］作業部会

①現状の活⽤事例からみるメリットや課題などの情報収集

（２）検討内容

8
©建築確認におけるBIM活⽤推進協議会 著作権者の許可なく複製、転載、⼆次利⽤等の⾏為を禁⽌する。

建
築
確
認
に
お
け
る
B
I
M
活
⽤
推
進
協
議
会

令
和
元
年
度
検
討
成
果
報
告
会

●「審査内容の項⽬リスト」の作成

・審査者が、確認申請図書において、建築基準法令への適合状況を確認するため

の表現項⽬、表現対象図書等要件の整理

・各BIMモデル作成では、「審査内容の項⽬リスト」を参照して属性情報等⼊⼒

［一般建築］作業部会

（３）検討結果概要
①審査内容の項⽬リストの作成・整理

規定

図書の種類

明⽰する図⾯等の種類の整理

明⽰事項等

明⽰事項等
の補⾜

建築基準法施⾏規則第1条の3
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●凡例（意匠、構造、設備）の整理

・審査者が中⼼となり、「意匠」「構造」「設備」の凡例を検討

・意匠︓昨年度｢BIMを活⽤した建築確認における課題検討委員会｣成果の精査

・構造、設備︓共通仕様書、業界規格等の調査・検討

［一般建築］作業部会

（３）検討結果概要
②表現標準の検討

意匠 構造

設備
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●図⾯表現（採光・換気・排煙等）⼿法の整理

・審査者とBIMモデル作成協⼒者において、BIMモデルの数的情報（形状・属性）

の活⽤・連動による表⽰・計算結果の表⽰、整合性確保、確認審査の効率化

確保の視点から検討・提案

・例︓ 法チェック表（素案）

［一般建築］作業部会

（３）検討結果概要
②表現標準の検討

法チェック表へ採光・換気・排煙を表⽰。
その数値はBIMモデルの数的情報（形
状・属性）から⾃動計算・出⼒
（モデルBーARCHICAD）
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●求積算出⽅法の検討

・建築基準法施⾏規則による明⽰すべき事項から⾯積に関する表現を抽出

→BIMモデルの数的情報（形状・属性）を活⽤した⾯積算出⽅法と、各条⽂が

求めている明⽰すべき事項との対応について整理が必要

［一般建築］作業部会

（３）検討結果概要
②表現標準の検討

【抽出結果】
・床⾯積の求積に必要な建築物の各部分の⼨法
及び算式
・〜の求積に必要な〜の各部分の⼨法及び算式
・〜の位置及び⾯積
・〜の床⾯積
・〜の⾯積
・〜の開⼝⾯積

厳格に考えれば設計者及び審査者はそれぞれ
適⽤される条⽂ごとに明⽰すべき⾯積の記載を
しなければならない。この考えによれば、例え
ば排煙区画⾯積は各部分の⼨法及び算式が求め
られ、⼀⽅排煙⼝は開⼝⾯積とされているため、
単に開⼝⾯積を記載すればよいこととなるが、
実務上は開⼝⾯積の⼨法や算式を求めている。
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●作成BIMモデルの概要

・⽤途が異なる３つのBIMモデルを作成

・使⽤BIMソフトウエアは、Revit、ARCHICAD、Rebro、CADWeʼll Tfasの４種

項⽬ モデルＡ モデルＢ モデルＣ

使⽤BIM
ソフト

・Revit 2018,2019
(意匠・構造・設備)

・Revit 2019
(意匠・構造・設備)
・ARCHICAD22(意匠)
・Rebro 2020(設備)

・Revit2019
(意匠・構造)
・CADWeʼll Tfas11(設備)

⽤途 事務所・飲⾷店 共同住宅・物品販売業を営む
店舗

ホテル・飲⾷店

延べ⾯積 10,430.27㎡ 6,823.66㎡ 9,485.29㎡

BIMモデル作
成協⼒者

⽇建設計
⽇本設計

⼤林組
⽵中⼯務店
清⽔建設

⼤和ハウス⼯業

［一般建築］作業部会

（３）検討結果概要
③BIMモデルの作成

●作成したBIMモデルから「確認申請図書」を作成

●審査機関関係者による｢試審査｣の実施。｢試審査」結果を｢確認申請図書｣へ反映

④試審査⽤確認申請図書の作成・試審査
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●BIMソフトウエアによる「確認申請図書」作成のための「属性情報⼊出⼒」、

「2D加筆」、「別ソフトウエア使⽤・連携等」の情報を整理

●BIMソフトウエアの別、「意匠」「構造」「設備」の別で整理

●整理情報は「審査内容の項⽬リスト」へ列を追加して対応

［一般建築］作業部会

（３）検討結果概要
⑤BIM活⽤課題⼀覧表、課題別検証シートの作成

BIMソフトウエアによる
⼊出⼒等情報の内容

拡⼤

①

②

③

③「別ソフトウエア使⽤・連携
等」によるもの

②「2D加筆」によるもの

①BIMモデルの部位へ対する
「属性情報⼊出⼒」によるもの

「審査内容の項⽬リスト」の内容
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●「課題別検証シート」も、使⽤BIMソフトウエアの別で整理

・「BIM活⽤課題⼀覧表」から特筆すべき事項等について、｢意匠｣｢構造｣｢設備｣の別でテーマ
を設定。 「BIM活⽤課題⼀覧表」 の補⾜解説事項を記載

●設定テーマ ⼀覧

［一般建築］作業部会

（３）検討結果概要
⑤BIM活⽤課題⼀覧表、課題別検証シートの作成

意匠 構造 設備

①求積図について
②採光・換気・排煙等の開⼝部算定に
ついて
③各室仕上表について
④耐⽕リストについて
⑤階段の種類、⼨法等の表記について
⑥⾮常⽤･代替進⼊⼝の設置位置⼨法の
表現標準化について
⑦凡例（消防設備、防⽕区画図）に
ついて
⑧申請書について
⑨書込み情報の可視化について
⑩断⾯図の表現について
⑪地盤⾯算定
⑫その他、特筆すべきテーマ

①意匠図との整合性
②計算書との連携
③構造図と構造図の連携
④断⾯リスト表現⽅法について
⑤整合性確保のためのワーク
フローについて
⑥その他、特筆すべきテーマ

①意匠図との整合性
②計算書との整合性
③居室における⾮常⽤照明の設置
④避雷針の範囲
⑤幹線の防⽕区画貫通部措置
⑥ダクトの複線表⽰について
⑦系統図をアクソメ図の可能性
⑧他ソフトとの連携
⑨書き込み情報の整理
⑩その他、特筆すべきテーマ
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●BIMソフトウエアによるモデル作成の技量を有するBIMオペレーターを対象

●今回の作成BIMモデル、⼊出⼒情報、出⼒図書とその整理結果のとりまとめ

●解説書案は、「BIMソフトウエアの別」、「意匠・構造・設備の別」で、

BIMソフトウエアによる確認申請図書の作成⽅法を類推可能とするもの

●構成︓

・解説書案の⽬的、構成、参照⽅法、留意事項等

・表現標準（凡例等）

・作成モデル概要

・作成モデル別「BIM活⽤課題⼀覧表」、「課題別検証シート」

［一般建築］作業部会

（３）検討結果概要
⑥解説書案の作成
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⼾建住宅等の⼩規模な建築物（⼀般⼯法）では事例が少ないため、BIMを
活⽤した確認申請の基礎を理解することからはじめた

①設計者の活⽤事例を通した意⾒交換

＜メリット＞
・求積図や採光・換気・排煙の計算について省⼒化が図れた
・図⾯間に不整合が⽣じない、作業をフロントローディングできる

＜課題＞
・3Dのみでの申請が整備されていないため2Dの図書作成も必要となる

②指定確認検査機関の活⽤事例を通した意⾒交換

＜メリット＞
・図⾯相互の整合性の確認が省⼒化できる
・図⾯表現の平準化が期待できる

＜課題＞
・導⼊費が⾼い
・審査者が必要とする機能は限定的であるが、操作の習得が必要
・ビューワーに求める機能を整理する必要がある

［戸建住宅等］作業部会

（３）検討結果概要
●現状の活⽤事例からみるメリットや課題などの情報収集
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